
○ 道路を横断するときは手をあげる

○ 車が近づいてくるときは、無理に渡らず立ち止まって車が通り過ぎる

のを待つ

○ 横断歩道では青信号でも車が完全に停止したことを確認してから渡る

○ なるべく目立つ色の衣服を身につけて、ドライバーからよく見えるよう

にする

○ 反射材を身につける

○ 道路で遊ばない

～めざせ 安全で安心な北海道～
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子どもの通学路での安全対策

足下が悪くなる
雪が積もるといつも通りに歩けなくなります。
ゆっくり慎重に足を進めましょう。
横断歩道の白線などの路面に書かれた道路標示は特に滑りやすいので注意！

道幅が狭くなる
積もった雪が道路脇に寄せられると、通れる道幅が狭くなります。
車と接触する危険性が高まるので、いつも以上に注意が必要です。

死角が増える
雪が積もると、いつもは見通せる場所が遮られてしまうことがあります。
通い慣れた通学路でも十分注意を払いましょう。

思わぬ事故に巻き込まれる可能性
雪が降った後は、車がスリップする可能性があり、近くを歩いていると巻き込ま
れるかもしれません。
車が見えたら安全な場所に避けるようにしましょう。

特に冬道の通学路は注意が必要です！

ご家庭や学校で子どもへの交通安全のお声がけをよろしくお願いします！

まもなく、冬休みが終わります。

通学路における交通事故防止


